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令和３年度 沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支援業務委託 

契約候補者選定に係るプロポーザル 参加要領 

 

１ 趣旨 

本参加要領は、「令和３年度 沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支援業務

委託」（以下「本業務」という。）の契約候補者をプロポーザル方式（以下、「本プロポーザル」

という。）により選定するために必要な事項を定めるものである。 

本市では、平成 27年 10月策定した「沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「リ

ノベーションまちづくりの推進」を具体的取り組みとして位置づけ、リノベーションまちづくり

を通して、民間主導により遊休不動産を再生活用して新たなコンテンツを生み出し、人材の発掘・

育成や交流の促進、物件情報の提供などの環境整備を行い、持続可能なまちづくりに取り組んで

いる。 

平成 29 年度にリノベーションまちづくりの目的や方向性、プロジェクトイメージなどをまと

めた「沼津市リノベーションまちづくり推進ガイドライン」を策定・公表し、以降その実現に向

けて、個別のエリア・事業や行政のあり方などの検討を行ってきたことで、市民の機運が高まり、

人材の発掘・育成が進み、前年度末時点で、延べ参画人数約 4,400 人と 54 のプロジェクトが誕

生している。 

また、令和元年度には、リノベーションまちづくりを進化・高度化していくために、これらの

成果が最も集積しているエリアである新仲見世商店街、上土商店街、銀座通商店街、アーケード

名店街、本町商店街を含めた「旧国一南エリア」の範囲において、関係者や市民の参加による、

エリアの目指す方向性を議論するワークショップを行い、歴史的に沼津のまちの発祥の地であり、

かつて商圏人口 100 万人に及んだ沼津の中心地であるこのエリアに今も残る潜在的な魅力を丁

寧に読み解き、新たな価値を創造し、エリアのリブランディングを行うために、「旧国一南エリ

アビジョン」の策定を行った。 

令和２年度には、上記の「旧国一南エリア」において、今後、最適な公共投資を行い、公民連

携まちづくりに取り組みエリアの価値を上げていくために、実行委員会を立ち上げ、定期マーケ

ット「週末の沼津」を実施し、公共空間の利活用について検討を行った。この定期マーケットは、

沼津の風景とつながり、沼津の文化を語り継ぎ、そして、新規市場を狙うことを目的としたもの

であり、集客イベントではなく、起業支援、事業継続・継承につながる、まちを動かすプラット

フォームとなる仕組みづくりを行い、沼津商業のリブランディングやエリアを知ってもらい、来

てもらうためのきっかけづくりを行うものである。 

本業務は、2年目となる上記の「週末の沼津」を開催するための支援等を通して、組織の自立

に向けた運営改善及び体制強化を図るとともに、新たな公共空間の利活用に対する提案を求める

ものである。 

本業務の履行にあたっては、周辺の商店街・事業者、地域住民との連携・調整に加え、公共空

間の活用など、多様なステークホルダーによる取り組みを促すとともに、本市が目指すべき具体

的な将来像と課題を明確化し、旧国一南エリアの期待値を高めるための様々な実証・検討を行う

ものとする。 

また、市が別途発注している業務（旧国一南エリアにおける事業プロデュース業務及び沼津市

リノベーションまちづくりプロデュース業務）と連携を図りつつ進める必要があり、受託者には、
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まちづくり等に関する豊富な知識や現状を正確に把握し分析する能力、企画提案力、意見をとり

まとめ調整する能力が求められるため、公募型プロポーザルにより選定する。 

 

２ 契約の概要 

（１）業務名 

令和３年度 沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支援業務委託 

（２）業務内容 

別紙「令和３年度 沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支援業務委託 

公募仕様書」（以下「仕様書」という。）のとおり 

（３）委託期間 

   契約締結日から令和４年３月 31日（木）まで 

（４）委託料上限額 

   ４，６２０，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

３ 問い合わせ・書類提出先 

沼津市 都市計画部 まちづくり政策課 まちづくり推進係 担当：半藤、渡邊、宮下 

〒410-8601 沼津市御幸町 16番 1号 沼津市役所５階 

電 話 （代表）055-931-2500（内線 2579） 

    （直通）055-934-4886 

メール ppp@city.numazu.lg.jp 

 

４ 参加資格 

 本プロポーザルに参加しようとする者は、次に掲げる要件を全て満たすものとする。 

（１）応募者は、本要領に定める内容及び条件等を十分理解し、かつ、十分な経営力及び信用を

有する法人（以下「法人」という。）若しくは個人事業主とする。 

（２）沼津市工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱（平成４年７月１日施行）の規定に

よる入札参加停止等の措置を受けていないこと。 

（３）地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の４の規定に該当しないこと。 

（４）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）の規定に基づく更生手続き開始の申し立て、又は

民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）の規定に基づく再生手続き開始の申し立てがなさ

れていないこと。 

（５）沼津市暴力団排除条例（平成 24年沼津市条例第 22号）に規定する暴力団員等でなく排除

等の措置を受けていないこと。 

（６）平成 23年度以降に、下記の①又は②のいずれかの実務実績があること。 

① 公共空間活用に関すること 

② マーケット開催に関すること 

（７）２つ以上の事業者が共同事業者を結成して申請する場合は、共同事業者として上記（１）

～（５）の条件を満たし、かつ以下の要件も満たさなければならない。 

① 構成員は、共同事業者の代表者となる事業者を決め、代表者は、全体の意思決定、管

理運営等に全ての責任を持つこと。なお、代表者は、業務の遂行に責任を持つことので

きる事業者とすること。 

mailto:ppp@city.numazu.lg.jp
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② 参加申請以後における、代表者及び構成員の変更は原則として認めない。 

③ 代表者とならない構成員にあっては、代表者に代表権を委任する旨が記載されている

委任状を提出すること。 

④ 参加申請時に共同事業者の協定書の写しを併せて提出すること。なお、協定書には、

構成員の役割分担が詳細かつ明確に記載されていること。 

⑤ 各構成員は、複数の共同事業者の構成員となることはできない。 

（８）国税及び沼津市税の滞納がないこと。 

    

５ 選定スケジュール 

内  容 実施期間 

参加要領等の公表 令和３年４月 30日(金)  

質問受付期間 令和３年４月 30日(金)から 

令和３年５月 12日(水)午後５時まで 

質問回答 令和３年５月 13日(木)まで 

参加申込及び企画提案書等の提出

期間 

令和３年５月 10日(月)から 

令和３年５月 21日(金)午後５時まで（必着） 

プレゼンテーション審査 令和３年５月 28日(金) 予定 

審査結果の通知 令和３年５月 31日(月) 予定 

契約締結 令和３年６月上旬 予定 

 ※ 公表方法は沼津市ホームページへの掲載とする。 

 ※ 上記のスケジュールは変更となる可能性がある。なお、変更後のスケジュールは沼津市ホ

ームページで随時公開する。 

 

６ 質問受付・回答 

（１）質問期間 

令和３年４月 30日(金)から令和３年５月 12日(水)午後５時まで。 

（２）質問方法 

本業務委託の内容等についての質問は、質問受付期間中に、電子メール（様式任意）によ

り提出する。会社名、担当者名、電子メールアドレス、電話番号を併記すること。質問提

出先は「３ 問い合わせ・書類提出先」のとおり。 

なお、プロポーザル実施手順等についての質問は、随時電話等で受け付ける。 

※質問内容は簡潔な文章とすること。 

   ※質問書の提出時には必ず電話により着信確認を行うこと。 

（３）回答方法 

全ての質問に対する回答は沼津市ホームページに掲載する。なお、質問した者については

公表しない。 

 

７ プロポーザルへの参加申込・企画提案書の提出 

本プロポーザルに参加する場合には、参加申込及び企画提案書を同時に提出することとする。

提出期間は、令和３年５月 10日(月)から令和３年５月 21日(金)午後５時までとする（必着）。 
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７－１ 参加申込 

（１）提出方法 

   下記「（２）提出書類」を「３ 問い合わせ・書類提出先」へ提出（郵送可）すること。た

だし、沼津市入札参加資格者名簿に登録されている事業者は、④～⑥の提出を不要とする。 

共同事業者を結成した事業者は、⑦及び⑧を提出すること。 

（２）提出書類 

① 参加申込書 １部（様式１） 

② 実務実績表 １部（様式２） 

③ 会社概要 １部（様式は任意だが１種類とする。パンフレット等でも可） 

④ 暴力団又は暴力団員等でないこと等に関する表明・確約書 １部（様式３） 

⑤ 財務諸表 １部（直近事業年度の「貸借対照表」、「損益計算書」、「株主資本等変動 

計算書」） 

⑥ 納税証明書 各１部（申込日から３か月以内に発行されたもの。課税のあるものの 

み提出。） 

ア)沼津市法人市民税納税証明書（最新の事業年度のもの） 

イ)沼津市固定資産税納税証明書（昨年度のもの） 

ウ)国税納税証明書（「法人税」及び「消費税及び地方消費税」について） 

 ・法人登記している事業者は「その３」又は「その３の３」を提出 

 ・個人事業者の場合は「その３」又は「その３の２」を提出 

   ⑦ 共同事業者協定書の写し １部（様式自由（参考様式を参照）） 

   ⑧ 代表者への代表権委任状 １部（様式自由） 

 

７－２ 企画提案書 

（１）提出方法 

   下記「（２）提出書類」を「３ 問い合わせ・書類提出先」へ提出（郵送可）すること。 

（２）提出書類 

① 企画提案書提出届 （様式４） 

② 企画提案書 （自由様式） 

③ 工程表 （様式５） 

④ 実施体制調書 （様式６） 

   ⑤ 参考見積書 （様式自由、押印不要） 

（３）企画提案書等の規格（不備がある場合は、一切受け付けない。） 

企画提案書等の提出書類は以下の点に注意し作成すること。 

 ① 「（２）提出書類」のうち、②～⑤については、全て自社名を入れず（入っている場

合は受け付けない。）、②～⑤の順に左綴じしたものを１部とし、これを 10 部提出す

ること。 

② 「（２）提出書類」は、Ａ４判で作成するものとする。Ａ４判より大きいサイズの用

紙を用いる場合には、Ａ４サイズに折りたたむこと。 

（４）その他、注意事項 

① 企画提案書は、簡潔で見やすく、わかりやすいものとすること。 
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② 本要領に示す業務委託の目的・趣旨を達成するため、契約上限額の範囲でできうる限

りの提案をすること。また、本件の受託者選定においてプロポーザルを採用する点に

鑑み、仕様書に示す本市の要求事項にとらわれず、参加事業者の専門性を生かした指

摘や提案に努めること。 

③ 実施体制調書には、協力会社等関係者をすべて記入すること。 

④ 見積書は、提案する実施項目の費用が分かるように内訳を記載すること。 

 ⑤ 提出後の提案内容の修正は原則認めない。 

 

８ 提案する内容 

提案する内容は、別紙仕様書第８条に示す以下の内容及び本要領「16 参考資料」に加え、提

案者の独自の調査等により、本業務に関する関連情報を十分に理解した上で提案を行うこと。 

・定期マーケットの自立に向けた体制強化への支援 

・定期マーケットの自立に向けた全体企画及び運営計画の改善 

・定期マーケット開催に関する支援 

・アンケートの実施 

・公共空間利活用促進 

 

９ 選考 

（１）選考方法 

「７ プロポーザルへの参加申込・企画提案書の提出」に示す提出書類及びプレゼンテーシ

ョン等の内容を基に、「令和３年度 沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支

援業務委託 契約候補者選定委員会」（以下「選定委員会」という。また、その構成員を「選

定委員」という。）において評価項目に従い評価・採点し、評価点が最も上位の者を契約候補

者として選定する。 

ただし、各選定委員の平均点数が 60 点を超える者がいなかった場合は、契約候補者を選定

しない。 

なお、各選定委員名については、契約締結後まで明らかにしない。 

 

〇 プレゼンテーション審査 

・参加者によるプレゼンテーション及び質疑を行い、契約候補者を選定し、その結果を応

募者全員に通知する。 

・発表時間等は１参加者につきプレゼンテーション 20 分、質疑 10 分程度を予定してい

る。 

・日時、会場、当日のプレゼンテーションの順番等は、参加申込・企画提案書の受領後、

参加者に速やかに通知する。 

・プレゼンテーションは、企画内容をイメージしやすく的確に伝えることとし、その手法

は提案者の裁量による。 

・プレゼンテーションにスライドを使用する場合は、参加申込・企画提案書の提出後、速

やかに申し出ること。 

・パソコンは各自で用意すること。なお、プロジェクタ・スクリーンは市で用意する。 
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 ・プレゼンテーションの際は、自社名を明かしてはならない。 

 ・プレゼンテーションへの出席者数は、１参加者につき３名までとし、説明者は本業務の

担当者とする。 

 

（２）評価項目 

別表「評価項目」のとおり。 

 

10 契約候補者選定結果の通知 

契約候補者選定後、速やかに沼津市ホームページ上にて結果を公表する。なお、参加者自身の

評価については、契約締結後、市にその理由の説明を求めることができる。 

 

11 参加者の失格 

次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

（１）「７－１ 参加申込」及び「７－２ 企画提案書」に示す提出書類を期間内に提出しなか

ったとき 

（２）プレゼンテーション審査の会場に指定時間までに来場しなかったとき 

（３）「４ 参加資格」の各号のいずれかに該当しなかったとき 

（４）提出書類に虚偽の記載をしたことが判明したとき 

（５）選定結果に影響を与えるような不誠実な行為があったと市長が認めたとき 

 

12 契約 

 市は契約候補者と本業務について協議を行い、内容について合意の上、改めて仕様書を作成す

るものとし、その仕様書に基づく見積書を徴取し、随意契約の方法により契約を締結する。 

ただし、契約候補者が以下の規定するものに該当することになった場合は、契約を締結しない。

なお、この場合は次順位の者と協議するものとする。 

（１）「４ 参加資格」の各号のいずれかに該当しなかったとき 

（２）提出書類に虚偽の記載をしたことが判明したとき 

（３）選定結果に影響を与えるような不誠実な行為があったと市長が認めたとき 

（４）随意契約の交渉が不調となったとき 

 なお、契約書は、沼津市ホームページに掲載してある「沼津市業務委託契約約款」を含めるの

で、事前に確認をしておくこと。 

（ホームページ > 事業者のみなさんへ > 入札情報・契約 > 建設工事関連業務以外の委託 > 

「沼津市業務委託契約約款（ＰＤＦ）」） 

 

13 契約締結後 

（１）契約結果を沼津市ホームページ上で公表する。 

（２）契約者は、市との協議のもと、速やかに業務計画書（実施体制、連絡体制、工程など）を

作成し、市の承認を得ること。 

 

14 提出書類の取扱い 
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（１）提出書類の著作権は提出者に帰属する。ただし、沼津市が本件の報告、説明、公表等のた

めに必要な場合は、提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

（２）本案件に係る情報公開請求があった場合、提案内容やノウハウ及び提案への評価に関する

部分を除き、沼津市情報公開条例に基づき、提出書類を公開する場合があるものとする。 

（３）提出書類は一切返却しない。 

 

15 その他 

（１）本件参加に係る費用は、全て参加者の負担とする。 

（２）提出書類における記名・押印は、沼津市競争入札参加資格者名簿（業者名簿）に登録のあ

る者については全て登録のとおりとし、登録のない者については契約の権限を有する代表者

のものとする。 

（３）１団体につき提案は１つとし、複数の提案は不可とする。また、単独で参加した団体がほ

かのグループの構成員となることや、１団体が複数のグループにおいて同時に構成員となる

ことも不可とする。 

（４）書類の提出後において、原則として「７ プロポーザルへの参加申込・企画提案書の提出」

に示す提出書類に記載された内容の変更を認めない。 

   また、「７ プロポーザルへの参加申込・企画提案書の提出」に示す提出書類に記載した実

施体制は、原則として変更できない。ただし、病休、死亡、退職等のやむをえない理由によ

り変更を行う場合には、同等以上の技術者とした上で、市の了解を得なければならない。 

（５）業務の実施にあたっては、同時期に実施している沼津市リノベーションまちづくりプロデ

ュース業務及び旧国一南エリアにおける事業プロデュース業務委託と連携を図るものとす

る。 

 

16 参考資料 

① 沼津市リノベーションまちづくり推進ガイドライン 

② 旧国一南エリアビジョン 

③ 令和 2年度沼津市リノベーションまちづくり事業公共空間活用促進支援業務委託実績報告 

 

  

 



8 

 

別表 評価項目 

評価項目 評価基準 配点 合計配点 

企  画 

提 案 力 

理解度 

・本市のリノベーションまちづくり及び本業

務の目的、趣旨等を十分理解し、仕様書で定め

た業務内容について全て網羅され、実現可能な

計画となっているか。 

15 

50 
実施に当たって

の考え方 

・自立・継続した定期マーケットを開催できる

ための体制の強化及び企画・運営の改善が図れ

るか。 

・実施日及び時間帯は、エリアの状況を考慮し

たうえで、効果的に実施されることを期待でき

る提案となっているか。 

・エリアの価値向上につながる提案となって

いるか。 

・地域独自の魅力的な計画がなされているか。 

・効果的な広報等を実施することが可能か。 

20 

公共空間に関す

る提案 

・エリアの価値向上のための場所を提案して

いるか。 
15 

業務遂行 

体  制 

実  績 

・実務実績から、沼津市の実情を理解し、ノウ

ハウが活かされるか、また、業務を進めるにあ

たっての独自の強み等があり、これらの取組み

が期待される提案内容となっているか。 

15 

50 

実施体制 

・沼津市のまちづくりを担う体制となり、周辺

の商店街や沿道事業者、地域住民、関係者との

連携・調整が、円滑に進められるか。 

今後、継続的に沼津市のまちづくりを担う体制

となっているか。 

25 

工程計画 
・目的を理解したスケジュールとなっている

か。 
10 

   100/100 

 

［プレゼンテーション審査について］ 

※各審査委員の平均点数が 60点を超えるものがいなかった場合は、契約候補者を選定しない。 

※評価点が同点となった場合は、次の方法により順位を決定する。 

（1）同点の場合は、「企画提案力」の点数が高い者を上位とする。 

（2）（1）も同点の場合は、選定委員から意見を聞き、選定委員会において順位を決定する。 

 


